【研究資料】⽇本の伝統芸能を活⽤して健康寿命の延伸を推進する可能性を探る（その2） : 伝統芸能の実演家と曹洞宗僧侶へのインタビュー調査を通じて by 森田 ゆい et al.
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能・狂⾔の実演家 3 名（70 歳代後半 1 名（⼈間国宝、観世寿夫記念法政⼤学




























































1949年生まれ 1940年生まれ 1942年生まれ 1990年生まれ 1947年生まれ
70歳 79歳 76歳 29歳 71歳
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１）能楽 観世流シテ⽅：鵜澤久先⽣  
インタビュー⽇：2020 年 2 ⽉ 5 ⽇ 















































a. １⽇ 6 時間以上、できれば 8 時間の睡眠を取るようにする。 
b. ⾷事は必ず三⾷を⾷べる。空腹にしない。 
c. 運動をする。ジムで下半⾝を鍛えたりもする。 


















２）能楽 ⾼安流⼤⿎⽅：柿原崇志先⽣  






















起床：夏は午前 4 時半〜5 時、冬は午前 6 時頃。 









起床後、約 1 時間はテレビを⾒る、新聞を読むなどして静かに過ごし、その 
後、毎⽇、家内が作ってくれる昆布⽔に⿊酢を少々⼊れたものを約 200cc 飲
む。それからエアロバイクを漕いでいる。50 歳の誕⽣⽇から始め、60 歳代






週に 2 回ジムに通い、⽔中で⼤股で歩くことを 60 分⾏う。 













3 カ⽉に 1 回⻭科定期健診を受け、⻭のクリーニングもしてもらう。 










３）能楽 ⼤蔵流狂⾔⽅：⼭本則俊先⽣  
インタビュー⽇：2020 年 2 ⽉ 1 ⽇ 
場所：川崎能楽堂    聞き⼿：三浦裕⼦、森⽥ゆい 
 
（１）⼤曲『釣狐』 喜寿での上演を 1 か⽉半後に控えて 
【『釣狐』を初めて上演した時・100 ⽇稽古について】 
『釣狐』を披いた（初めて上演した）のは、43 年前の 34 歳の時。 
『三番三』（22 歳）や『釣狐』初演の際には、100 ⽇稽古というものを⾏う。 
100 ⽇稽古とは、だいたい 100 回ぐらい稽古を重ね、その後⾃分の中であた 
ためる⼀定期間を持った後に舞台で上演することである。 


















































４）Hula: オラナ・アイ（Olana Margaret Ai）先⽣ 
インタビュー⽇：2019 年 7 ⽉ 18 ⽇ 
場所：花伝舎レッスン教室    聞き⼿三浦裕⼦、森⽥ゆい（通訳者あり） 
 
（１）レッスン中の指導内容について 
レッスンで使⽤していた曲「O Ke Anuenue Ko Lei Alii」は、ハワイ王 





それが Hula。ただし、すべての Hula の先⽣が同じ考えという訳ではない。 
・Hawaii Aloha の⼼ 
あなたの⼼の中に Aloha の⼼があり、それを周りの⼈に少しでも与えたら、 





























下半⾝の動きは、4 拍ごとに常に体重移動を⾏っている。1 拍⽬と 4 拍⽬は 
常に同じ⾜のポジションに戻る。体重は、両⾜の踵、つま先の 4 点で⾏う。 








































・なぜ⽇本で Hula ダンスが流⾏るのか？ 
Hula で気持ちが開放されて、感情的にも、⾝体的にも開放されているのでは
ないかと想像している。 
私が 1993 年に初めて⽇本で Hula を教えた時の⽣徒の平均年齢は 65 歳。 






















④物語の追体験を通して Hula の⼼（Aroha，Haha）を学ぶ 
※Hula にとって Aloha、Haha の⼼の理解は不可⽋であり、オラナ・アイ 
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インタビュー⽇：2020 年 2 ⽉ 27 ⽇ 




































































































































くなっており、不健康な呼吸であると考える。     
以 上 
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